Recently, we have developed an ideal equation for optically analyzing the three dimensional transmittance character of light scattered due to many optical spheroids. By using the equation devised by us, we have succeeded to three-dimensionally obtain the light transmittance character of ten optical spheroids arranged in series. Figure 1 shows a typical three dimensional trace of light lines scattered due to one optical spheroid. Refracted Eq. at 1 P ： Figure 2 shows the light traces which are scattered due to each of ten optical spheroids at 10 θ =° and the parameter of optical spheroid ( , , ) x y z being (1.0168,1.0,1.0) as a function of the gap distance between two adjacent ones arranged along the light axis in series. From the theoretical calculation, it is found that a little of the scattered light lines have been generated after #3. Figure 3 shows a typical three dimensional scattering character of light which is obtained at just beyond the last optical spheroid rFigure 3 shows a typical three dimensional scattering character of light which is obtained at just beyond the last optical spheroid rotated in the range of 3 3 ϕ = −°+°～ . Finally, we succeeded to find out the condition the maximum transmittance of light is 100% where ( , , ) x y z is (1.0168,1.02,1.00), the normalized gap length between adjacent optical spheroids is 0.15～0. 16 
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に示した特性曲線になることを確認した。

〈3･3〉 反射光線と透過光線の関係
図 6 は光学楕円 体の回転角を変化（ ϕ は 0°に固定）したとき，形状パラメ ータ x に対する光学楕円体（１個）による反射光線の比率 を計算した特性曲線である。各特性曲線を同じ条件で比較 するため，全入射光線本数を一定とし，この値を用いて反 射光線の本数を規格化した。同図の水平軸は x であり，垂 直軸は反射光線の全入射光線本数に対する比率を表してい る。同図(a)は 0 x ≤ ≤ 1.9 および θ =0°,10°,20°,30°における 計算結果である。同図(a)を参照すると，反射光線の比率は， それぞれの回転角で x が 0 から増加したとき， x =1.0 です べての比率が 0%に減少する。 x >1.0 ではそれが増加に転 じるが，回転角が小さいほど反射光線の比率は少なくなっ ている。θ =0°の場合，1.0 ≤ x ≤ 1.23 において反射光線は 存在しない。 同図(b)は同図(a) の形状パラメータ ( , , ) x y z = (1.2～ 1.26,1.0,1.0) の範囲を拡大し，さらに θ =0°以外の θ =1°, 2°, 2.5°, 3°について計算したものである。 この計算結果 から，θ =1°～2°の間で同図(a)に示したθ =0°と同じ x の範 囲において，反射光線は存在していないことが分かった。 この x の範囲における反射光線は多連（10 個）でも発生し ないことを理論計算によって確認した。このことから， 0 θ =°近傍において損失の少ない光伝搬が可能になる。 結果 として，多くの光線が多連の光学回転楕円体を透過するこ とになる。 4. 回転した多連（10 個）の光学楕円体に対する 光透過率 〈4･1〉 θ 回転と y の変化 図 7 は θ の変化（ ϕ =0°） に対する透過率を計算した結果の代表例である。同図の水 平軸は光学楕円体の回転角θ [deg]， 垂直軸は透過率[%]を表 している。計算条件として， 〈3･1〉節および〈3･3〉節で得 た x =1.0168， z =1.0，gap =0.15 および回転角 0°≤ θ ≤ 2° 図 4 光学回転楕円体（10 個）の gap=0.15， 0 15 , 0 θ ϕ =°°=°～ における光透過率
